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リズム， 2)閉口路と関口路の関係， 3)校合位付近の収束路， 4)校合位， 5)岨R爵経路の概形， 6)
最大スピード，それぞれに関する計66項目について分析を行った。各被験者の阻鴫運動の分析値を，全
被験者での平均士 1S. D.の範囲と比較して被験者を3群に分け，この'分類と顎口腔系の各要素の異常
の有無による被験者の分類との関連をみた。関連の有意性をみるため，x自乗検定を有意01<.準5%で、行っ
fこ。
岨E爵運動の各分析項目について検討を行った結果，顎口腔系各要素の状態と関連がみられた分析項目
について主に述べる O
1 )阻暢運動のリズムについて，歯列・校合異常者で関口相時間，閉口相時間，阻鴎周期の不安定がみ
られた。阻H爵筋異常者では，校合相時間が不安定となる傾向がみられた。
2)閉口路と関口路の関係について，顎関節異常者で前頭面からみて阻鴎運動の回転方向が逆転する傾
向がみられた。
3 )校合位付近の収束路について，歯列・校合異常者では，関口時の終末の経路の不安定がみられた。
4)校合位について歯列・校合異常者で校合位の前後・側方・上下的な不安定がみられた。また，岐
合相中での動きについて，歯列・校合異常者で，上下的な増加と動きのばらつきの前後・上下的な
増加とがみられ，校合相中の動きが増加していることを示した。阻鴫筋異常者では，校合位の前後お
よび側方的な不安定がみられた。
5 )阻鴫経路の概形について，片側性顎関節異常者の健側岨鴫で最下方点の側方的な不安定がみられた。
6 )最大スピードについて，関口時，閉口時ともに歯列・校合異常者で最大スピードの大きさの不安定
と，最大スピード時の関口度の減少がみられた。
7 )歯列・岐合異常者，阻R爵筋異常者，片側性顎関節異常者で，分析値の計算からは除外した変則的な
ストロークが増加する傾向がみられた。
顎口腔系各要素の異常で特徴的な分析項目としては，歯列・校合の異常では，リズムの不安定，校合
位付近および校合位での運動の不安定，最大スピードの不安定がみられた。岨暢筋の異常では，岐合相
時間および岐合位の不安定がみられた。顎関節の異常では，阻日爵運動の回転方向の逆転，岨鴫経路の概
形の不安定がみられた。
岨日爵運動と顎口腔系の各要素の異常との聞には関連がみられ，阻鴫運動に顎口腔系のそれぞれの要素
の特異的な影響が現れており，阻鴨運動を分析することにより顎口腔系各要素の異常の診断が行える可
能性が示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，岨鴫運動の客観的な分析法として岨輔運動を多項目から数値化する阻鴎運動分析ソフトウェ
アを開発し，顎口腔系の各要素，即ち歯列・校合，岨E爵筋および顎関節の診査を行い，阻鴫運動の分
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析結果と顎口腔系の各要素の状態との関連を検討したものである O
その結果，阻暢運動と顎口腔系の各要素の異常の有無との間に関連がみられ，担日爵運動に顎口腔系の
それぞれの要素の特異的な影響が現れており，阻E爵運動を分析することにより顎口腔系を構成する各要
素の異常の診断が行える可能性が示された。
瑞森崇弘君の論文は，阻鴎運動を臨床的に顎口腔機能異常の診断に応用するについて，極めて有益な
示唆を与えるものとして，歯学博士の学位授与に十分値する業績であると認める。
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